
アセ・
i
ア
タ

-
き
を
得
て
漸
く
蛾
辺
に
向
か
っ
た
が
、
十
六
年
各
大
一
し
て
雨
地
を
泊
じ
て
ゐ
る
。

嬰
寺
に
大
火
災
の
あ
っ
た
際
、
本
位
亦
類
焼
に
櫨
-
ア
タ
カ
安
宅
能
楽
部
援
体
郷
に
題
す
る
都
務

b
、
一
且
つ
経
済
界
の
鑓
動
に
遊
越
し
て
、
祉
務
急
迫
一
で
、
掛
川
が
振
に
朝
す
る
河
口
右
俸
に
賞
。
、
古
へ

の
朕
態
に
陥
っ
た
錦
、
清
は
大
に
之
を
琵
へ
、
翌
十
一
の
北
陸
遣
を
施
す
る
に
最
も
蟻
要
の
腕
で
あ
っ
た
。

七
年
に
歪
り
残
し
た
。
是
よ
り
先
明
治
八
年
、
請
は
↑
故
に
延
事
式
に
安
宅
騨
が
あ
り
、
・
入
雲
御
抄
に
安
宅

叉
本
部
片
谷
に
黒
鉛
を
滋
見
し
、
鉛
毎
製
造
の
梁
を
一
織
が
あ
り
、
欝
永
二
年
に
は
林
光
明
等
築
を
安
宅
渡

起
し
た
こ
と
が
あ
る
。
本
業
は
十
数
年
の
後
援
す
る
一
に
設
け
、
平
総
盛
の
供
利
伽
織
に
敗
れ
て
背
逃
し
た

に
至
っ
た
が
、
そ
の
着
服
の
功
亦
浸
す
べ
か
ら
ざ
る
一
時
に
も
、
一
旦
安
宅
に
操
守
し
、
叉
参
考
太
平
記
金

も

の

が

あ

っ

た

。

一

勝

寺

本

の

延

元

三

年

、

・

越

後

勢

の

越

前

に

赴

く

僚

に

ア
セ
イ
阿
膏

J
グ
グ
ハ
ハ
ソ
ハ
ラ
ジ
ユ
ウ
一
は
安
宅
・
今
挺
宿
に
十
餓
日
ま
で
逗
留
し
た
と
見
え

約
梓
原
集
0

・

一

る

。

近

悦

に

在

つ

て

は

弘

治

元

年

山

崎

吉

宗

安

宅

を

ア
ゼ
ク
マ
リ
ヰ
ジ
ン
ジ
ヤ
時
分
堪
神
紅
江
沼
一
攻
め
、
永
降
五
年
朝
食
崇
行
安
宅
に
陣
し
、
天
正
七

郡
内
に
在
っ
た
古
枇
で
、
=
一
代
貫
録
に
元
躍
三
年
六
一
年
柴
制
勝
家
の
安
宅
を
焼
環
し
た
如
き
、
皆
そ
の
軍

用
壬
午
従
五
位
下
に
叙
せ
ら
れ
た
と
見
え
る
が
、
そ
一
事
上
の
要
地
た
る
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

の

腕

在

は

明

ら

か

で

な

い

。

一

ア

タ

カ

安

宅

ヘ

己

競

曲

の

作

者

l
幸
若
の
鶴

ア
ソ
ラ
阿
曾
夏
鳳
主
都
中
の
部
wm
の
う
ち
の
一
物
で
あ
る
笛
樫
及
び
笈
捜
の
二
曲
は
義
経
記
か
ら
来

小
字
。
阿
曾
良
の
名
は
文
隠
二
年
の
諸
橋
六
郷
旧
政
一
・
り
、
更
に
幸
若
の
後
を
受
け
て
、
そ
の
脚
色
の
散
漫

目
録
に
諸
橋
・
阿
曾
良
・
鹿
随
と
あ
る
が
、
甲
の
邑
名
一
を
緊
縮
し
、
そ
の
調
設
の
索
、
撲
を
美
化
し
、
以
て
義

は
な
く
、
甲
祉
が
見
え
る
ば
か
り
で
あ
る
の
に
、
天
一
経
の
逃
鼠
史
を
大
成
し
た
も
の
が
謡
曲
安
宅
で
あ

文
元
年
の
諸
橋
六
郷
榔
敏
注
文
に
は
か
ぶ
と
村
が
あ
↑
る
。
抑
鵠
曲
の
作
者
で
最
も
手
腕
の
卓
越
し
た
も
の

っ
て
阿
曾
良
村
が
な
い
。
し
か
れ
ば
能
資
名
跡
誌
に
、
一
は
世
阿
弧
元
請
で
あ
り
、
悦
阿
粛
に
繕
い
で
柴
頭
と

『
巾
山
と
て
一
闘
の
名
山
あ
り
云
々
。
音
は
阿
倍
口
良
一
な
っ
た
も
の
は
そ
の
甥
脅
阿
弼
元
重
で
あ
っ
た
が
、

村
と
い
ひ
し
に
、
此
山
の
形
に
よ
り
今
は
巾
村
と
い
一
脅
阿
捕
の
子
の
小
次
郎
信
光
も
亦
非
凡
の
才
識
が
あ

ふ
。
』
と
記
し
た
の
は
、
・
恐
ら
く
は
事
.
践
で
あ
ら
う
。
一
っ
た
。
信
光
作
る
腕
の
曲
凡
べ
て
三
十
俄
番
。
其
の

ア
ソ
ラ
ザ
ン
ノ
ウ
阿
曾
東
山
王
・
邸
主
泌
に
在
一
中
玉
ノ
弁
・
羅
生
門
・
長
瀞
・
胡
蝶
・
強
良
・
大
蛇
・
遊
行

っ
た
o
文
路
二
年
の
諸
栂
六
郷
田
撤
回
録
に
跡
町
二
一
柳
・
峨
久
・
般
排
躍
は
今
も
向
演
ぜ
ら
れ
、
安
宅
を
以

段
阿
曾
良
山
王
と
あ
り
、
式
内
等
萄
位
記
に
、
『
阿
曾
一
て
最
大
傑
作
と
す
る
。
猿
柴
と
し
て
の
安
宅
が
、
夙

良
山
王
紳
祉
、
諸
僑
郷
阿
曾
良
村
銀
座
、
萄
批
也
。
』
一
〈
克
正
六
年
三
用
九
日
将
軍
義
政
の
院
毒
し
た
時
に

と
見
え
る
。
今
巾
の
う
ち
阿
曾
良
に
日
吉
紳
枇
あ
る
一
読
ぜ
ら
れ
た
こ
と
は
、
之
を
親
元
日
記
に
よ
っ
て
知

も

の

是

で

あ

ら

う

。

一

る

こ

と

を

得

る

が

、

演

者

が

何

人

で

あ

っ

た

か

は

明

ア
ソ
ラ
ノ
イ
り
ウ
ミ
阿
曾
震
の
入
海
岡
京
都
一
瞭
で
な
い
。
包
し
こ
の
日
昔
阿
粛
の
演
じ
た
も
の

甲
の
う
ち
、
美
屋
古
と
阿
曾
良
と
の
聞
に
挟
ま
っ
た
.
一
は
、
皆
そ
の
名
を
註
す
る
に
拘
ら
ず
、
安
宅
に
は
そ

入
織
を
い
ひ
、
そ
の
裕
に
接
す
る
厨
に
は
橋
梁
を
架
一
れ
を
記
し
て
ゐ
な
い
か
ら
、
そ
の
演
者
は
脅
阿
捕
以

F
1一今、
i
l
-
-
a
-
.
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町

外
の
大
夫
で
、
恐
ら
く
は
作
者
た
る
信
光
自
身
で
あ

っ
た
か
を
疑
は
し
め
る
0

.
而
し
て
こ
の
推
測
の
笛
る

か
否
か
を
別
に
し
て
、
信
光
は
永
正
十
三
年
八
十
能

援
で
夜
し
た
と
い
ふ
か
ら
、
三
十
鯵
哉
の
時
に
こ
の

大
曲
を
作
成
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
か
く
て
能
楽
安

宅
が
貧
演
を
重
ね
る
に
従
ひ
、
途
に
秘
曲
と
し
て
隼

霊
せ
ら
れ
る
に
歪
b
、
迭
に
無
智
の
観
衆
は
、
曲
の

内
容
そ
の
物
を
史
貨
と
し
て
誤
信
し
、
更
に
一
面
に

は
江
戸
時
代
の
演
劇
叉
は
諸
種
の
絃
曲
に
之
を
踏
襲

す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

ハニ
ν
脚
色

l
穏
曲
安
宅
に
於
い
て
は
、
排
胤
躍
が
安
宅

に
至
っ
て
動
態
帳
を
諌
む
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
幸

若
の
富
樫
に
あ
る
こ
と
で
、
幸
若
は
義
経
記
の
『
判

官
北
凶
務
』
の
傑
と
『
平
泉
寺
御
見
物
の
事
』
の
傑

に
基
づ
い
て
、
そ
れ
に
勧
進
般
の
一
段
を
加
へ
た
も

の
で
あ
る
0

.
而
し
て
勧
鐙
幌
の
こ
と
は
、
恐
ら
く
平

家
物
鰭
・
源
平
盛
衰
記
の
文
姫
糊
進
帳
か
ら
換
骨
し

た
も
の
で
あ
ら
う
。
た
ど
幸
若
で
は
、
議
曲
の
如
く

義
経
が
そ
の
場
面
に
顕
れ
な
い
。
叉
諮
曲
安
宅
に

は
、
義
経
が
一
行
の
従
者
に
な
り
て
闘
を
過
ぎ
る
こ

と
が
あ
る
。
こ
れ
は
幸
若
の
笈
捜
に
、
一
行
が
越
後

寺
泊
に
上
陸
し
て
、
鼠
つ
き
の
闘
に
肉
か
ふ
時
、
義

経
が
あ
い
の
ふ
に
身
を
扮
し
て
遁
過
し
た
と
あ
る
こ

と
か
ら
来
b
、
そ
の
笈
授
は
義
経
記
の
『
直
江
・
樟
に

て
義
経
笈
捜
さ
れ
し
事
』
及
び
『
如
意
の
渡
に
て
義

経
を
排
麗
う
ち
事
る
事
』
の
傑
か
ら
出
た
の
で
あ
ら

う
。
た
ど
一
行
が
闘
を
越
え
た
後
、
富
樫
介
が
之
に

遁
及
し
て
芳
酵
を
贈
り
、
鉾
鹿
の
『
鳴
る
は
漉
の
水
』

の
曲
を
奏
す
る
こ
と
の
み
は
、
謡
曲
の
濁
笹
揚
で
、

能
楽
構
成
の
要
素
た
る
男
舞
を
舞
は
し
め
る
必
要
か

ら
添
加
し
た
も
の
で
あ
る
。

ア
タ
カ
Z
キ
安
宅
罷
加
賀
の
古
躍
で
、
阿
多

加
と
訓
む
。
兵
部
省
式
に
加
賀
国
安
宅
窮
馬
五
匹
と

4
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o
t
-
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あ
る
も
の
即
ち
是
で
、
今
の
能
奨
郡
安
宅
に
常
b
、

鹿
路
潮
禄
か
ら
こ
与
を
経
て
比
柴
に
逝
ず
る
の
で
あ

る
。
但
し
和
名
妙
に
は
こ
の
瞬
名
を
敏
い
て
ゐ
る
。

ア
タ
カ
ガ
ハ
安
宅
川
上
続
大
杉
川
は
穏
を
能

美
郡
一

7
原
山
南
方
に
設
し
、
大
移
に
至
。
、
北
流

し
て
山
聞
の
穣
流
を
併
せ
、
流
混
一
一
一
粁
に
し
て
土

合
に
歪
・
り
、
尾
小
屋
を
琉
れ
る
郷
谷
川
を
併
せ
、
中

附
涯
に
於
い
て
中
峠
よ
り
来
る
浮
上
川
を
入
れ
、
西

に
岡
・
曲
し
、
千
代
に
於
い
て
遊
泉
寺
よ
り
畿
す
る
鍋

谷
川
を
併
せ
、
.
平
一
山
に
於
い
て
宮
竹
用
水
の
分
流
入

丁
川
を
併
せ
、
小
松
の
北
隅
に
出
て
梯
川
と
な
り
、

そ
の
下
流
は
安
宅
川
と
翻
併
せ
ら
れ
、
今
江
潟
の
水
を

容
れ
、
北
流
し
て
安
宅
よ
り
海
に
注
ぐ
。
涜
程
全
長

五
O
粁。

ア
タ
カ
カ
モ

εヨ
ウ
ジ
ン
安
宅
加
茂
明
紳
能

美
郡
安
宅
に
在
っ
た
が
、
今
存
せ
ぬ
。
式
内
等
級
回
世

記
に
、
『
加
茂
紳
祉
。
安
宅
村
銀
座
。
穣
昌
三
宮
加
茂

明
紳
刊
文
稽
a
安
宅
加
茂
明
紳
ザ
萄
枇
也
。
』
と
見
え

る。
ア
タ
カ
タ
ザ
ノ
安
宅
草
野
能
楽
榔
梨

-m郷
に

回
す
る
部
務
。
今
は
取
に
草
野
と
い
ふ
。

ア
タ
カ
コ
ウ
安
宅
港
能
美
郡
安
宅
川
の
河
口

で
、
南
東
よ
り
北
西
に
向
か
ひ
、
長
三

O
O米
、
鹿

一
O
O米
、
深
さ
二
米
依
、
晴
磁
砂
洲
は
な
い
。
出

入
に
は
南
西
風
に
宜
し
く
、
北
商
風
に
越
し
く
、
十

周
よ
り
三
周
に
至
る
聞
は
入
浴
甚
だ
肉
離
で
あ
る
。

ア
タ
カ
ザ
キ
安
宅
情
鳳
至
郡
大
樗
と
上
大
裸

の
中
聞
か
ら
抱
方
に
斗
出
す
る
小
岬
で
、
そ
の
附
近

を
ア
タ
ケ
が
演
と
い
ふ
。

ア
タ
カ
サ
プ
ロ
ザ
Z

号
ン
安
宅
三
郎
左
衛
門

前
田
利
常
に
仕
へ
て
初
め
て
七
百
石
を
領
し
、
貞
享

二
年
夜
。
子
孫
相
継
い
で
藩
に
仕
へ
た
。

ア
タ
カ
シ
ュ
ウ
・
安
宅
集
一
加
。
金
・
搾
の
俳
人

一 号十ー一一一一一~.，


